都市の音楽芸能をフィールドワークする : 音楽資料編(台北および香港) by 増山 賢治


































































陸の作品を演奏している（2012 年 9 月 8 日、台北市中山堂中正庁）。そして、











北新劇団と台北市立国楽団の主催による新作京劇の公演《知己》が 2013 年 5
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　『国立中正文化中心 Monthly Program』（2013 年 1 月、2 月、3 月）は文字
通り、国立中正文化中心を構成する国家戯劇院と国家音楽庁という台湾を代表
する 2 つのホールの上演スケジュールを知ることができる。そして、前掲の 2
点が冊子としても上演演目、曲目も中国音楽から西洋クラシックまでとオーソ
ドックスであるのに対して、『表演 36 房』（2013 年 1 月、2 月、3 月）はや
や新しい傾向が感じられる。それによれば、同上演スポットは永安芸文館（英
文表記は YONG AN ART CENTER）という組織が運営するパフォーマー養成所





る。開設が 2007 年 9 月と新しく、その詳細については後述の『2012 台湾表
演団体体名録 Taiwan Performing Arts In Focus』掲載の「優表演芸術団」を紹
介する記事が参考になる 2。同上演スポットを訪れる機会を逃したのは残念だ
が、こうして文字資料を収集したからこそ、その存在を知ることが可能となり、
写真 3　台北市立国楽団（台北市中正区中華路一段 53 号）




　『台北市立社会教育館活動快訊』（2013 年 1 月）は城市舞台（Metropolitan 
Hall）、大稲埕戯苑（Traditional Opera）、文山劇場（Wenshan Theater）、親









戯苑看戯快報』（2013 年 1 月、2 月）を発行しており、そこにも同上の情報
やシアターとスぺースのレンタル料金表などが書かれている。場所は台北市大
同区迪化街一段 21 号 8,9 楼。
　次の個別の公演チラシについては、公演日時、場所、演目、チケット価格な
どを簡単にまとめる。劇音楽の内、まず筆者が観劇した京劇「小丑報到」（2013
年 1 月 4 日～ 1 月 6 日、中山堂）はシリーズ公演で筆者の観劇日（1 月 4 日）








公演スケジュール」（2013 年 1 月 19 日～ 12 月 29 日）では、「国光劇団　振
袖と口紅（中国語では「水袖與胭脂」）」（2013 年 3 月 8 日～ 3 月 10 日、国
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家戯劇院）は新作とはいえ、プロデューサー、ディレクター、歌唱・音楽監督
などを明記するチラシは、まるで大陸の公演のような印象を受けた。「国光劇
団　2013 年上半期国光劇場公演スケジュール」は 2013 年 4 月 13 日、4 月
20 日、4 月 27 日、6 月 1 日、6 月 2 日で、古典を中心に日本ではまず観賞す
る機会のない演目で占められている。このほか、プロの公演ではないが、興味
深いイベントとして「アマチュアの京劇歌唱コンサート」（2013 年 3 月 30 日、







南管音楽会（Moon in Your Eyes : Concert of Nanguan）」が 2013 年 3 月 2 日
の 19:30 ～演奏庁（リサイタルホール）で予定されていた。演奏団体は江之






海崑劇団」（台北国家戯劇院、2013 年 1 月 29 日～ 2 月 3 日）は “ 慶賀両岸
文化交流 20 周年公演 ” と銘打っており、《景陽鐘變》ほか計 4 演目すべて台
湾初演と記されていた。そして「天津京劇院」（台北国家戯劇院、2013 年 4
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能団体のリストである（『2012 台湾表演団体体名録 Taiwan Performing Arts 
In Focus』）を入手したのは有益であった。そこには新劇の劇団、伝統劇（歌仔戯）
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a. チラシ・小冊子類
　まず、上演スポットのガイド冊子として非常に有用だったのが『01/2013
芸 術 地 図 ARTMAP』 で あ る。 芸 術 館 ／ 文 化 中 心（Art Museum / Cultural 
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英語表記の WEST KOWLOON BAMBOO THEATRE からも容易に察せられるよ
うに、旧暦新年期間中限定の臨時の小屋掛けのようで、いわば伝統的年中行事
の一環としてのストリートオペラ上演（街戯）の現代版といったところだろう
か？　設置場所は西九文化区広東道入口 [ 消防局側 ] で、プログラム項目は下
記の通り多彩なラインアップとなっている。
(1) 大戯棚市集（BAMBOO THEATRE FAIR）
(2) 戯曲中心設計比賽展覧
　 （XIQU CENTRE DESIGN COMPETITION EXHIBITION）






英語表記によれば Vocal bands、Vocal percussion となっているので、アカペ
ラで様々なジャンルの歌が披露されるものと思われるが、出演予定者の一人に
ヴォイスパーカッショニストの北村嘉一朗（日本）という名が見える。
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　また、香港芸術祭に関しては『第 41 回香港芸術祭 Programme & Booking 
Guide』によると、伝統音楽芸能関連の公演自体が少なく、地元の粤劇（3 月
7 日 ~10 日、油麻地戯院）以外では、中国国家京劇院による《老旦名劇選演》（3
月 7 日、8 日、大会堂音楽庁）と《慈禧と徳齢》（3 月 9 日、10 日、演芸学院
歌劇院）の 2 公演と《戯偶人生 Hand Stories》と題された布袋戯（指人形劇）
の 1 公演（3 月 12 日 ~15 日、油麻地戯院）である。
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「聆歌聴語」南音演唱会
(1)2012 年 12 月 16 日 7:30p.m.　地水南音と粤曲南音の違い
(2)2012 年 12 月 29 日 7:30p.m.　南音の音楽および節付けの方法
(3)2012 年 12 月 31 日 8:00p.m.　《玉簪記・月下琴桃、夜偸詩稿》
(4)2013 年 1 月 1 日 8:00p.m.　《拜月記》ほか
(5)2013 年 1 月 2 日 8:00p.m.　《嘆五更》ほか
(6)2013 年 1 月 5 日 8:00p.m.　「粤楽港中尋」粤楽硬弓組合音楽会
(7)2013 年 1 月 6 日 8:00p.m.　潮州音楽専場　
















名曲斉斉賞」（2013 年 1 月 5 日、西灣河文娯中心劇院、1 月 27 日、元朗文娯
中心演奏庁、2 月 2 日、大埔文娯中心演奏庁）もあり、ここでも演奏者は大陸
の音楽家が多数を占めている様子が伺える。その他、任濟医院主催による中国
楽器チャリティコンサート「《金鐘の星》名家名曲中楽音楽会」（2013 年 1 月
20 日、7:15p.m. ～葵青劇院演芸庁）は演奏者のみならず、総合プロデューサ ：ー
















































































(1)	 関公過五関 （鑼鼓楽）　司鼓 ： 黄玉鵬、 領奏 ： 蔡鋭輝、 張彦維
(2)	 柳青娘 （弦詩）　演奏 ： 黄徳文
(3)	 話豊年 （潮筝、 軽三重六調）　演奏 ： 黄楚英、 笛子 ： 陳奕夫
(4)	 玉壺買春 （弦詩）　演奏 ： 郭粦書
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ら、日本で発行された中国音楽のディスクは、アナログレコードの時代はまだ
しも、特に CD の普及以降、中国音楽の CD に付帯する解説文を音楽学者が執
筆している例は非常に稀で、アマチュア愛好家によるものが氾濫しているとい
う奇妙な状態が継続している。もっとも、アナログ時代に出て話題を呼んだ日
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